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食料・農業・農村基本法の骨子 

第１ 基本理念 

１. 食料の安定供給の確保 
１ 食料は、人間の生命の維持に欠くことができないものであり、かつ、健康で充実した

生活の基礎として重要なものであることにかんがみ、将来にわたって、良質な食料

が合理的な価格で安定的に供給されなければならない。 
２ 国民に対する食料の安定的な供給については、世界の食料の需給及び貿易が不

安定な要素を有していることにかんがみ、国内の農業生産の増大を図ることを基本

とし、これと輸入及び備蓄とを適切に組み合わせて行われなければならない。 
３ 食料の供給は、農業の生産性の向上を促進しつつ、農業と食品産業の健全な発展

を総合的に図ることを通じ、高度化し、かつ、多様化する国民の需要に即して行わ

れなければならない。 
４ 国民が最低限度必要とする食料は、凶作、輸入の途絶等の不測の要因により国内

における需給が相当の期間著しくひっ迫し、又はひっ迫するおそれがある場合にお

いても、国民生活の安定及び国民経済の円滑な運営に著しい支障を生じないよう、

供給の確保が図られなければならない。 
 
２. 多面的機能の発揮 
国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等

農村で農業生産活動が行われることにより生ずる食料その他の農産物の供給の機能

以外の多面にわたる機能（以下「多面的機能」という。）については、国民生活及び国民

経済の安定に果たす役割にかんがみ、将来にわたって、適切かつ十分に発揮されなけ

ればならない。 
 

３. 農業の持続的な発展 
農業については、その有する食料その他の農産物の供給の機能及び多面的機能の

重要性にかんがみ、必要な農地、農業用水その他の農業資源及び農業の担い手が確

保され、地域の特性に応じてこれらが効率的に組み合わされた望ましい農業構造が確

立されるとともに、農業の自然循環機能（農業生産活動が自然界における生物を介在

する物質の循環に依存し、かつ、これを促進する機能をいう。以下同じ。)が維持増進さ

れることにより、その持続的な発展が図られなければならない。 

 
４. 農村の振興 
農村については、農業者を含めた地域住民の生活の場で農業が営まれていること

により、農業の持続的な発展の基盤たる役割を果たしていることにかんがみ、農業の有

する食料その他の農産物の供給の機能及び多面的機能が適切かつ十分に発揮される

よう、農業の生産条件の整備及び生活環境の整備その他の福祉の向上により、その振

興が図られなければならない。 
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